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国　語

1　説明的文章の読解（加藤秀俊 「人間関係」 より）

�　――線①「内部」を含む文が「一言でいえば」で始まっ

ているので、これは前で述べられた内容を一文でまとめ

ていることがわかる。したがって、前の段落から「内部」

と同じ意味で使われていることばを五字で探す。

�　Ａ　前の内容とあとの内容が逆接でつながっているの

で、「だが」を選ぶ。

　Ｂ　あとの一文は前の内容を説明しているので、「つま

り」を選ぶ。

�　「誤解というものがもつ積極的側面」とは、「誤解」が

もつよい側面のことを指している。少しあとの「しかし

あたらしい考え、あたらしい視野がひらかれるのも、ま

さしくこのような意味のズレの領域においてなのではな

いか」の部分に着目し、文末を「～側面（。）」の形にして

まとめる。

�　二つ前の段落に「人間同士理解しあうことはむつかし

い、ということの理解が、あらゆる人間関係の基本でな

ければならないだろう。完全な理解ができないことを承

知のうえで、近似的に他人の心に近づく努力、それが人

間関係の基本原理なのである」とある。人間は完全に理

解しあうことは困難だから、「さまざまな心が『統一』さ

れることはたぶんありえない」のである。

�　何を「ぶつけあうことから創造が生まれ、よりゆたか

な自我が形成されるの」かと考えながら、直前の部分か

ら書き抜く。

�　人間関係には摩擦もあるし、かみ合わないところもあ

ることを、本文では「悪路」にたとえている。

�　「出題のねらいとアドバイス」参照。

3　文法

�　「出題のねらいとアドバイス」参照。

�　Ｂ　終止形は「深い」。

1・4 各4点 64点
2・3 各2点 28点
5　A　各1点 8点

　　B 8点
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4　小説文の読解（かしわ哲 「茅ヶ崎のてっちゃん」 より）

�　前の部分から探す。

�　少しあとでそのわけを説明している。「いまは、日出子

がこんなときには、なにも変わらずにいてほしい」に着

目するとよい。「日出子がこんなとき」を「母親」「入院」

ということばを使って説明すること。

�　「のうのう」は「気分がゆったりしているさま。心配が

なくのんびりしているさま」の意味。

�　何が「さらしていた」のかと考えながら、前の部分か

ら探す。
かんまん

�　直前の「考える行為自体が、だんだん緩慢になって

いった」や、直後の「体は浜辺に立っているが、心は灰

色の海に同化していった」などから、エを選ぶ。

�　直前の「いま目に見えているものだけを受けて心を曇

らせるなと、東海岸の海が耳打ちしてきた」や、少しあ

との「生きていることは、ひととき目覚め、そのうねり

に身をまかせることだと、海が、ふたりのこころをさす

るように、語ってきた」などから、ウを選ぶ。

�　「ひるむ」は「恐れて気力が弱まる。気持ちがくじけ

る」の意味。

�　最初は日出子の入院で暗い気持ちになっていたのだが、

人生の中のうねりに身をまかせる生き方を海から教えら

れ、新たな気持ちで一歩前に踏み出そうという気持ちに

なったのである。

5　言語事項

�　象形文字＝物の形をかたどったもの。

　指事文字＝絵では表しにくい抽象的な事柄を、点や線で表

　　　　　　したもの。

　会意文字＝二つ以上の字を組み合わせたもの。

　形声文字＝二字を組み合わせ、一方は音、もう一方は意

　　　　　　味を表したもの。

�　②　「日」が「没する」。

　④　「海」を「臨む」。




